
(1)平均正答率より

◇小学校第４学年の算数で県平均を上回ったが、その他は下回っている。

◇国語、算数・数学、英語の全１４調査の内７調査で前年度よりも県との差が

縮まった。

(2)｢学力の伸び｣より

◇おおむね県平均と同等の伸びが見られた。特に、以下の学年・教科において

は、県平均を上回っている。

・小学校第５学年算数 ・小学校第６学年算数 ・中学校第１学年数学

.

■教科に関する調査の平均正答率■

■前年度から学力が伸びた児童生徒の割合■（単位％） ●は、県の状況

小学校 中学校

第４学年 第5学年 第6学年 第1学年 第２学年 第３学年

国語
56.8

〔97.9〕

52.3

〔92.2〕

56.1

〔95.7〕

59.7

〔97.4〕

61.5

〔97.5〕

63.4

〔93.1〕

算数

数学

70.3

〔100.6〕

60.6

〔98.4〕

60.8

〔99.8〕

59.0

〔99.3〕

55.1

〔93.2〕

50.8

〔87.4〕

英語
60.6

〔96.8〕

53.7

〔89.5〕

１ 調査の目的

本県の児童生徒の学力や学習に関する事項等を把握することで、

教育施策や指導の工夫改善を図り、児童生徒一人一人の学力を確実

に伸ばす教育を推進する。

２ 実施日 令和３年５月１４日（金）

３ 調査の対象 [児童生徒数]

・小学校 第４学年～第６学年 [１８００名]

・中学校 第１学年～第３学年 [１７６０名]

４ 調査事項

(1)児童生徒に対する調査

○教科に関する調査

小学校第４学年から中学校第１学年まで［国語、算数・数学］

中学校第２学年及び第３学年 ［国語、数学、英語］

○質問紙調査

学習意欲、学習方法及び生活習慣等に関する事項

(2)学校に対する調査

調査の概要

教科に関する調査
〔 〕内は、県平均値を100としたときの本市の状況
〔太字〕は、前年度より県との差が縮まったもの （単位％）

令和3年度 埼玉県学力・学習状況調査結果の概要

国語 60 66.5 70.7 51 63.4
算数 87.7 87.8 75.80 69.00 72.80 
英語 78.9
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■「規律ある態度」■ ※質問事項は、教育に関する３つの達成目標の内容を抜粋

※「よくできる」「だいたいできる」を合わせた値（単位％）

（ ）内は、県平均値 は、県・市の目標値(80％)を達成した項目

質問事項
小学校 中学校

第４学年 第5学年 第6学年 第1学年 第2学年 第3学年

１登校時刻
93.8

(91.5)

94.0

(93.7)

93.3

(94.0)

98.2

(97.9)

95.9

(96.7)

96.0

(96.7)

２授業開始

時刻

91.8

(90.5)

95.9

(93.2)

95.1

(94.8)

97.1

(96.9)

97.6

(97.6)

98.0

(98.0)

３靴そろえ
86.2

(83.3)

87.8

(83.6)

86.9

(86.8)

93.1

(89.9)

94.8

(91.0)

96.2

(92.5)

４整理整頓
82.2

(78.8)

87.8

(80.2)

84.6

(78.8)

80.9

(76.7)

84.1

(78.6)

86.0

(80.5)

５あいさつ
80.7

(78.5)

80.9

(78.2)

78.7

(78.0)

80.2

(82.8)

78.2

(82.6)

85.6

(84.2)

６返事
89.5

(87.5)

86.9

(87.9)

82.6

(86.4)

87.6

(87.8)

88.5

(87.4)

89.3

(89.6)

７ていねいな

言葉づかい

88.7

(86.0)

87.9

(86.7)

89.2

(88.0)

91.2

(90.4)

94.8

(91.2)

96.4

(93.7)

８優しい

言葉づかい

89.7

(84.6)

91.0

(84.6)

87.9

(84.1)

90.4

(87.3)

92.1

(87.4)

95.0

(90.3)

９学習準備
85.4

(84.1)

87.9

(85.9)

88.1

(86.6)

91.8

(91.5)

91.1

(91.8)

96.2

(93.7)

10話を聞き
発表する

74.0

(76.4)

78.1

(76.0)

71.7

(72.7)

78.4

(76.1)

74.5

(73.8)

81.8

(76.7)

11集団の場
での態度

83.0

(83.5)

85.0

(83.7)

82.1

(83.9)

93.0

(92.1)

96.1

(93.2)

97.0

(95.5)

12掃除
美化活動

92.0

(91.1)

90.4

(88.7)

86.5

(87.4)

92.2

(86.4)

91.9

(85.3)

93.7

(86.5)

質問紙調査

（ ）内は、県平均値 は、県平均値より高い項目

質問事項
小学校 中学校

第４学年 第5学年 第6学年 第1学年 第2学年 第3学年

１自分には，よいと

ころがあると思う

81.6

(80.3)

83.7

(77.9)

73.1

(69.8)

80.9

(76.5)

77.6

(72.5)

76.2

(69.6)

２先生は自分のよい

ところを認めてくれ

ている

90.8

(91.5)

96.6

(92.6)

93.2

(92.7)

94.9

(94.2)

95.8

(93.8)

95.1

(93.9)

３先生たちは自分の

悩みの相談にのっ

てくれる

90.7

(91.4)

95.0

(90.5)

92.3

(89.3)

93.8

(91.0)

93.7

(91.5)

91.4

(91.8)

４友達は自分のよい

ところを認めてく

れている

88.2

(88.1)

94.7

(90.6)

92.0

(90.8)

94.9

(93.1)

95.6

(92.6)

95.7

(93.4)

５将来の夢や目標を

持っている

88.5

(89.1)

90.1

(88.3)

85.8

(83.4)

83.1

(83.6)

73.3

(73.3)

74.7

(69.7)

６前学年の学級での

生活は楽しかった

95.0

(93.0)

94.7

(91.2)

92.5

(89.6)

93.4

(91.0)

91.9

(91.4)

92.5

(90.3)

７前の学年での学級

は、いろいろな活

動にまとまって

取り組んでいた。

92.5

(90.7)

96.1

(91.7)

93.8

(91.2)

95.3

(93.1)

92.8

(91.5)

95.1

(91.3)

８住んでいる県や市

町村の歴史や自然

に関心がある

77.0

(77.6)

78.8

(70.9)

66.9

(63.8)

71.6

(59.9)

53.3

(44.2)

53.1

(40.4)

９失敗を恐れないで

挑戦する

81.6

(80.3)

85.9

(79.9)

79.4

(75.8)

80.1

(76.0)

76.4

(67.4)

76.2

(69.2)

■「学校生活等に関する内容」■

※「よくできる」「だいたいできる」を合わせた値（単位％）



○学力向上推進委員と協力し、自校における各学年の学力についての実態を分析・把握し、それに応じた手立てや支援を行っていく。

○調査結果や分析結果を基に、学力を伸ばした効果的な取組を見いだして市内に広めるとともに、指導主事の学校訪問により学力向上の取組を充実させる。

改善に向けた教育委員会の取組

教科に関する調査結果から

「規律ある態度」に関するほとんどの項目が、各学年において目標値を達成して

いる。「学校生活等に関する内容」でも、多くの項目で県平均を上回っていて、本市

の児童生徒は充実した学校生活を送っていると考えられる。

教科に関する調査結果から

各教科の調査結果では、小学校算数の平均正答率の方が県平均に迫っているが、学

年が上がるにつれて、県平均との差が広がっていく傾向がある。

☆

学

力

☆

☆

学

習

意

欲

等

☆

本庄市の子供の「学力」と「学習意欲等」について ～埼玉県学力・学習状況調査の結果の概要～

◇：よい傾向 ◆：改善の必要有り ⇒：改善策の一例

【小学校 第４学年】

◆国語「書く」能力に課題が見られる。

⇒条件を決めて書いたり、情報を整理して書いたりする活動を設ける。

◇算数全体の平均正答率が県平均を上回った。

【小学校 第５学年】

◆国語「話す・聞く・書く」能力に課題が見られる。

⇒ペアやグループで話し合う活動や、発表し合う活動などを充実させる。また、条

件を決めて書いたり、情報を整理して書いたりする活動を設ける。

◇算数 学力を伸ばした児童の割合が県平均を上回った。

【小学校 第６学年】

◆国語「読む」能力に課題が見られる。

⇒内容を整理して読み取る活動を充実させる。

◇算数全体の平均正答率が県平均と同等程度であった。

【中学校 第１学年】

◆国語「読む」能力に課題が見られる。

⇒内容を整理して読み取る活動を充実させる。

◇数学 学力を伸ばした生徒の割合が県平均を上回った。

【中学校 第２学年】

◇国語「書く」能力が県平均を上回った。

◆数学「数と式」領域に課題が見られる。

⇒習得習熟の時間の確保やタブレットを活用し、計算力の向上を図る。

【中学校 第３学年】

◇数学・英語 学力を伸ばした生徒の割合が県平均を上回った。

◆国語・数学・英語 平均正答率が県平均を下回った。

⇒学習内容を明確にした授業や、適切な評価を確実に実施する。

□：よい傾向 ■：改善の必要有り ⇒：改善策の一例

【規律ある態度】

― 小学校 ―

□３６項目中３２項目が、県・市の目標値８０％を達成している。

■「話を聞き発表する」に関する項目は、第４学年を除く全ての学年で目標値を

下回っている。

⇒授業だけでなく、学校生活の様々な場面で表現する機会を増やす。

－中学校－

□３６項目中３３項目が、県・市の目標値８０％を達成している。

■「あいさつ」に関する項目は、第２学年が目標値を達成しておらず、県平均を

下回っている。

⇒学級や学年、学校全体であいさつ運動などに取り組んでいく。

【学校生活等に関する内容】

―小学校―

□「前学年の学級での生活は楽しかった」に関する項目は、いずれの学年も県平

均を上回り、９０％以上である。

■「住んでいる県や市町村の歴史や自然に関心がある」と答えている割合は、他

の項目に比べて低く、第４学年では県平均を下回っている。

⇒様々な教科を通じ、本庄市の歴史や自然について学習する時間を充実させる。

―中学校―

□「先生は自分のよいところを認めてくれている」に関する項目では、いずれ

の学年も県平均を上回り、９０％以上である。

■「失敗を恐れないで挑戦する」と答えている割合は、県平均を上回ってはい

るが、他の項目に比べて低い。

⇒見通しをもたせることで、挑戦してみようとする意欲を高め、振り返りをす

ることで「できるようになった」という実感がもてるようにする。

児童生徒に対する質問紙調査結果から


